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マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
危
機
管
理
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序
）

（
１
）　

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
兵
器
と
し
て
の
情
報
メ
デ
ィ
ア

（
２
）　

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
兵
器
と
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
利
用
さ
れ
た
事
例

（
３
）　

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
新
兵
器
と
し
て
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
が
使
用
さ
れ
た
事
例

（
４
）　

対
テ
ロ
リ
ズ
ム
非
対
称
戦
争
の
遍
在
化

（
５
）　

非
対
称
戦
争
の
ジ
レ
ン
マ

（
６
）　

ま
と
め
︱
︱
危
機
管
理
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
論

（
序
）

　

生
田
正
輝
先
生
か
ら
継
承
し
た
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」
と
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
の
講
座
を
、
慶
應
義
塾
在
職

中
よ
り
政
治
学
科
に
ふ
さ
わ
し
い
講
座
内
容
と
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
続
け
た
。
私
が
法
学
部
を
定
年
前
に
退
職
し
た
に
も
か
か
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わ
ら
ず
、
幸
い
両
講
座
を
「
鶴
木
研
究
室
」
出
身
の
大
石
裕
教
授
に
継
承
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た
。
筆
者
は
、「
国
際
テ
ロ
リ

ズ
ム
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
を
最
近
の
研
究
主
題
と
し
た
。
こ
の
研
究
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
警
察
政
策
学
会
」
の
創
設
に
名
を
連

ね
、
同
学
会
の
理
事
、
副
会
長
を
歴
任
し
た
。
ま
た
現
在
は
公
益
財
団
法
人
「
公
共
政
策
調
査
会
」
の
理
事
に
就
い
て
い
る
。
筆
者

の
「
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
研
究
に
つ
い
て
は
、「
公
共
政
策
調
査
会
」
の
板
橋
功
第
一
研
究
室
長
、
河
本
志
朗
第
二
研
究
室
長
か
ら

も
深
い
ご
示
唆
と
ご
厚
情
を
頂
い
て
い
る
。
記
し
て
感
謝
の
意
を
表
し
た
い
。
ま
た
法
律
学
の
領
域
で
は
、
渥
美
東
洋
中
央
大
学
名

誉
教
授
や
前
田
雅
英
首
都
東
京
大
学
教
授
を
は
じ
め
刑
事
政
策
学
や
行
政
法
学
の
領
域
か
ら
国
際
テ
ロ
問
題
が
と
り
あ
げ
ら
れ
て
い

る
が
、
塾
法
学
部
の
大
沢
秀
介
教
授
は
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究
所
に
お
い
て
憲
法
学
か
ら
独
自
の
ア
プ
ロ
ー
チ
を
企
画
さ

れ
て
い
る
。
成
果
に
期
待
す
る
と
こ
ろ
大
で
あ
る
。

　

現
在
の
日
本
に
お
け
る
「
危
機
管
理
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
」
の
テ
ー
マ
は
、
ハ
ロ
ル
ド
・
ラ
ス
ウ
ェ
ル）1
（

に
は
じ
ま
り
、
近
年
の
「
カ

ル
チ
ュ
ラ
ル
・
ス
タ
デ
ィ
ー
ズ
」
の
洗
礼
を
経
た
後
の
「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
に
よ
っ
て
、

「
自
然
災
害
」
か
「
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
メ
デ
ィ
ア
フ
レ
ー
ム）2
（

を
「
知
識
社
会
学
的
」
認
識
に
再
度
立
っ
て
論

じ
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
な
お
、「
危
機
管
理
」
と
「
危
機
対
応
」
と
は
異
な
る
概
念
で
あ
る
と
す
る
論
議
に
つ
い
て
は
、
拙

論
に
お
い
て
敢
え
て
言
及
し
な
か
っ
た
。
こ
の
二
つ
を
独
立
し
た
概
念
と
し
て
論
じ
る
こ
と
に
、
筆
者
は
否
定
的
で
あ
る
か
ら
で
あ

る
。

（
１
）　

テ
ロ
リ
ズ
ム
の
兵
器
と
し
て
の
情
報
メ
デ
ィ
ア

　

テ
ロ
リ
ズ
ム
は
、
情
報
メ
デ
ィ
ア
を
、
Ｎ
Ｂ
Ｃ
Ｒ
兵
器
と
同
列
の
、
し
か
し
殺
傷
兵
器
と
は
異
な
る
兵
器
と
し
て
重
視
し
て
い
る）3
（

。

現
在
情
報
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
、
こ
の
目
的
で
使
用
さ
れ
る
の
が
、
従
来
の
戦
争
宣
伝
用
兵
器
と
し
て
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
、
新
兵
器
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と
し
て
の
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
で
あ
る
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
使
用
さ
れ
る
従
来
の
状
況
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

　

①
襲
撃
現
場
の
「
生
映
像
や
目
撃
者
の
話
」
を
ニ
ュ
ー
ス
取
材
さ
せ
る

　

②
声
明
文
や
要
求
事
項
を
、
明
ら
か
に
さ
せ
る

　

③
治
安
当
局
と
の
「
交
渉
」
の
場
と
し
て
設
定
す
る

　

④
情
報
収
集
手
段
と
し
て
利
用
す
る

　

⑤
主
題
を
単
純
化
し
、
繰
り
返
し
伝
達
す
る
（「
政
治
宣
伝
」）

　

一
九
六
〇
年
代
以
降
の
テ
レ
ビ
時
代
を
迎
え
映
像
が
主
流
と
な
り
、
こ
の
流
れ
は
高
度
情
報
社
会
下
で
も
い
っ
そ
う
促
進
さ
れ
、

二
〇
〇
四
年
に
米
国
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
で
始
ま
っ
たGoogle

の
「Y

ouT
ube

」
な
ど
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
も

使
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
テ
ロ
リ
ス
ト
も
積
極
的
に
テ
レ
ビ
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
す
る
よ
う
に
な
っ
て
い
っ
た
。

　

新
兵
器
と
し
て
の
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
が
テ
ロ
リ
ス
ト
に
使
用
さ
れ
る
状
況
（
以
下
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
」
と
記
す
）
は
次
の
と
お
り

で
あ
る
。

　

①
攻
撃
を
可
視
化
さ
せ
な
い

　

②
攻
撃
か
ら
発
覚
ま
で
の
時
間
差
で
攻
撃
の
拡
散
化
、
広
域
化
を
試
み
る

　

③
攻
撃
者
を
特
定
化
し
難
く
す
る

　

サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
攻
撃
に
は
、「
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ
（
分
散
サ
ー
ビ
ス
拒
否
型
攻
撃
）」、「
Ａ
Ｐ
Ｔ
（
標
的
型
電
子
メ
ー
ル
攻

撃
）」、「
Ｃ
Ｃ
Ｃ
（Cyber-Conventional Com

bination

）」
が
あ
る）（
（

。
こ
れ
ら
は
、
国
民
生
活
や
社
会
経
済
活
動
に
重
大
な
影
響
を

及
ぼ
す
可
能
性
の
あ
る
攻
撃
、
い
わ
ゆ
る｢

サ
イ
バ
ー
テ
ロ｣

の
脅
威
と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
る
。
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（
２
）　

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
兵
器
と
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
が
利
用
さ
れ
た
事
例

　
「
中
央
公
論
社
社
長
宅
襲
撃
事
件
（
一
九
六
一
年
二
月
）」
と
「
思
想
の
科
学
事
件
（
一
九
六
一
年
一
二
月
）」。
中
央
公
論
社
社
長
宅

襲
撃
事
件
で
は
、
在
宅
し
て
い
な
か
っ
た
社
長
に
代
わ
り
夫
人
が
重
傷
を
負
い
、
お
手
伝
い
の
婦
人
が
刺
殺
さ
れ
た
。
襲
撃
の
背
景

は
、
雑
誌
『
中
央
公
論
』
一
九
六
〇
年
一
二
月
号
に
掲
載
さ
れ
た
深
沢
七
郎
の
小
説
『
風
流
夢
譚
』
に
対
す
る
日
本
の
右
翼
勢
力
の

強
い
反
発
が
あ
っ
た
。
中
央
公
論
社
は
嶋
中
社
長
宅
襲
撃
事
件
直
後
、「
社
業
を
と
お
し
て
言
論
の
自
由
を
守
る
」
こ
と
を
社
告
に

よ
っ
て
誓
っ
た
。
し
か
し
後
に
、
右
翼
の
攻
撃
を
回
避
す
る
た
め
に
は
、
こ
の
社
告
を
否
定
し
、
実
名
小
説
の
取
扱
い
に
配
慮
を
欠

い
て
い
た
こ
と
を
認
め
、
世
間
を
騒
が
せ
た
こ
と
に
遺
憾
の
意
を
表
し
て
全
面
的
に
謝
罪
す
る
「
お
わ
び
」
を
発
表
し
た
ば
か
り
か
、

当
時
同
社
が
発
売
を
引
き
受
け
て
い
た
『
思
想
の
科
学
』
天
皇
制
特
集
号
（
一
九
六
二
年
一
二
月
）
を
自
主
的
に
発
売
中
止
し
、
断

裁
処
分
に
し
た
（「
思
想
の
科
学
事
件
」）。

　
「
筑
波
大
学
助
教
授
・
五
十
嵐
一
（
当
時
四
四
歳
）
殺
害
事
件
（
一
九
九
一
年
七
月
）」。
イ
ラ
ン
の
最
高
指
導
者
ホ
メ
イ
ニ
は
、
イ

ン
ド
系
英
国
人
サ
ル
マ
ン
・
ラ
シ
ュ
デ
ィ
が
英
国
で
出
版
し
た
小
説
『
悪
魔
の
詩
』
を
、
預
言
者
ム
ハ
ン
マ
ド
の
侮
辱
で
あ
る
と
し

た
。
そ
し
て
「
著
者
と
発
行
人
に
は
処
刑
が
宣
告
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
の
声
明
を
発
表
し
た
が
（
一
九
八
九
年
二
月
一
四
日
）、

こ
の
死
刑
宣
告
は
世
界
各
地
で
翻
訳
本
が
発
行
さ
れ
る
に
及
び
、
各
翻
訳
者
に
も
拡
大
さ
れ
て
い
っ
た
。
イ
ラ
ン
の
ホ
ル
ダ
ド
月
十

五
日
財
団
（
貧
困
者
の
救
済
を
目
的
と
す
る
財
団
）
は
、
テ
レ
ビ
を
利
用
し
て
、
処
刑
執
行
実
行
者
が
外
国
人
な
ら
百
万
ド
ル
（
約
一

億
二
千
五
百
万
円
）、
イ
ラ
ン
人
の
場
合
は
二
億
リ
ア
ル
（
約
三
億
六
千
万
円
）
が
支
払
わ
れ
る
と
発
表
し
た
（
二
月
一
五
日
、
以
下

「
悪
魔
の
詩
」
事
件
）。

　
「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ン
映
像
メ
ッ
セ
ー
ジ
放
映
（
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
）」。
オ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ン
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
映
像

が
、
カ
タ
ー
ル
の
衛
星
テ
レ
ビ
局
「
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
」
で
流
さ
れ
、「
九
・
一
一
事
件
」
の
首
謀
者
で
あ
る
こ
と
を
認
め
、
米
国
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に
更
な
る
テ
ロ
攻
撃
を
加
え
る
こ
と
を
述
べ
た
。「
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
」
は
、
米
国
と
の
非
対
称
戦
争
の
さ
な
か
に
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」

が
声
明
や
要
求
を
公
に
す
る
場
と
し
て
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
た
。

　
「
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
テ
ロ
実
況
中
継
（
二
〇
〇
一
年
三
月
五
日
）」。
Ｂ
Ｂ
Ｃ
を
標
的
に
し
た
テ
ロ
の
爆
弾
爆
発
が
Ｂ
Ｂ
Ｃ
に
よ
る
予
告

現
場
中
継
中
に
撮
影
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ス
で
放
映
さ
れ
た
。
こ
の
映
像
を
通
し
て
「
真
の
Ｉ
Ｒ
Ａ
（Real IRA

）」
は
、
そ
の
組
織
的

存
在
を
英
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
に
注
目
さ
せ
た
。

　
「
オ
ウ
ム
真
理
教
に
よ
る
坂
本
弁
護
士
一
家
殺
害
事
件
（
一
九
八
九
年
一
一
月
四
日
）」。
こ
の
事
件
で
は
、
テ
ロ
組
織
に
よ
る
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
の
情
報
収
集
力
が
逆
利
用
さ
れ
た
。
テ
レ
ビ
局
Ｔ
Ｂ
Ｓ
が
、
オ
ウ
ム
真
理
教
の
人
権
侵
害
問
題
に
取
り
組
ん
で
い
た
坂
本

堤
弁
護
士
へ
の
未
放
映
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
・
ビ
デ
オ
を
、
教
団
幹
部
に
見
せ
た
こ
と
が
、
一
家
殺
害
事
件
の
動
機
と
な
っ
た
と
見
ら
れ

て
い
る
（『
Ｔ
Ｂ
Ｓ
オ
ウ
ム
報
道
問
題
に
関
す
る
調
査
』、
一
九
九
六
年
一
月
二
二
日
～
六
月
一
九
日 

第
一
三
六
回
国
会
）。

　
「
松
本
サ
リ
ン
事
件
（
一
九
九
四
年
六
月
二
七
日
）」。
長
野
県
松
本
市
で
起
き
た
「
松
本
サ
リ
ン
事
件
」
の
第
一
通
報
者
、
河
野
義

行
さ
ん
（
当
時
四
九
歳
）
を
犯
人
と
誤
報
し
つ
づ
け
た
。
真
犯
人
で
あ
っ
た
「
オ
ウ
ム
真
理
教
」
は
捜
査
の
混
乱
を
確
認
し
て
、
次

の
「
地
下
鉄
サ
リ
ン
事
件
」
を
実
行
し
た
（
一
九
九
五
年
三
月
二
〇
日
）。「
オ
ウ
ム
事
件
」
を
考
え
る
と
き
、「
松
本
サ
リ
ン
事
件
の

Ｔ
Ｂ
Ｓ
報
道
問
題
」
の
教
訓
は
「
捜
査
当
局
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
人
権
侵
害
」
へ
の
救
済
や
そ
の
防
止
と
い
う
方
向
だ
け
で
は

な
く
、「
社
会
的
安
全
の
確
保
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
報
道
の
あ
り
方
」
と
い
う
別
の
論
議
の
展
開
も
提
起
し
た
。

　

国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
よ
る
メ
デ
ィ
ア
利
用
に
対
し
、
標
的
と
さ
れ
た
国
家
や
そ
の
治
安
当
局
も
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ

シ
ー
」
を
精
力
的
に
展
開
し
た
。「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
」
の
概
念
は
、
そ
も
そ
も
米
国
タ
フ
ツ
大
学
と
ハ
ー
バ
ー
ト

大
学
の
共
同
運
営
組
織
「Fletcher School of Law

 and D
iplom

acy
」
に
お
い
て
一
九
六
五
年
に
提
起
さ
れ
た
概
念
で
あ
り
、

「
沖
縄
返
還
交
渉
」、「
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
」
な
ど
の
分
析
に
適
用
さ
れ
た
。
主
要
な
関
心
の
ひ
と
つ
は
、
米
国
政
府
が
国
内
お
よ
び
国

外
世
論
の
動
員
を
外
交
政
策
遂
行
に
取
り
込
む
た
め
に
、
テ
レ
ビ
映
像
時
代
を
迎
え
た
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
い
か
に
利
用
す
る
か
で
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あ
っ
た
。「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
」
概
念
は
、
近
年
再
び
高
度
情
報
社
会
下
で
注
目
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た）5
（

。

　

一
九
九
一
年
一
月
、
米
国
が
主
導
し
た
イ
ラ
ク
武
力
攻
撃
（「
砂
漠
の
嵐
」
作
戦
）
は
、
そ
の
前
後
期
間
を
含
め
、
両
陣
営
に
よ
っ

て
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
」
を
精
力
的
に
展
開
し
た
。
高
度
情
報
社
会
に
あ
っ
て
は
な
お
さ
ら
、
国
内
世
論
の
み
な
ら

ず
国
際
世
論
の
動
員
が
戦
争
遂
行
に
必
須
と
な
っ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
軍
事
行
動
で
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
戦
闘
取
材
に
「
プ
ー

ル
取
材
」
と
呼
ば
れ
る
新
し
い
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
た
。
米
軍
よ
り
選
抜
さ
れ
た
特
定
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
に
代
表
取
材
さ
せ
、
取
材

場
所
、
取
材
対
象
兵
士
の
選
定
、
取
材
記
事
や
取
材
映
像
の
検
閲
を
米
軍
情
報
将
校
が
行
う
シ
ス
テ
ム
で
あ
っ
た
。
化
学
兵
器
（
毒

ガ
ス
）
が
使
用
さ
れ
る
恐
れ
が
濃
厚
で
あ
る
と
の
判
断
の
下
に
、
非
戦
闘
員
で
あ
る
取
材
記
者
を
保
護
す
る
必
要
が
あ
る
と
さ
れ
た

た
め
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
側
も
こ
の
シ
ス
テ
ム
を
受
け
入
れ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
。
し
か
し
こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
米
軍
に
よ
り
ベ
ト
ナ

ム
戦
争
敗
退
以
後
、
永
年
に
わ
た
っ
て
仕
掛
け
ら
れ
た
情
報
操
作
の
帰
結
で
あ
っ
た
（
６
）。
イ
ラ
ク
武
力
攻
撃
（「
砂
漠
の
嵐
」
作
戦
）
以

後
、
米
国
内
の
み
な
ら
ず
世
界
各
国
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
二
度
と
「
プ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
を
受
け
入
れ
な
い
と
表
明
し
て
い
る
。

　

二
〇
〇
一
年
の
「
九
・
一
一
事
件
」
以
後
は
特
に
、「
主
題
を
単
純
化
し
、
繰
り
返
し
伝
達
す
る
（「
政
治
宣
伝
」）」
た
め
の
兵
器

と
し
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
米
国
政
府
に
よ
っ
て
意
図
的
に
世
論
動
員
の
た
め
に
利
用
さ
れ
た
。
米
国
が
か
つ
て
経
験
す
る
こ
と
が

な
か
っ
た
米
国
本
土
の
最
重
要
都
市
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
と
ワ
シ
ン
ト
ン
）
へ
の
国
外
勢
力
に
よ
る
直
接
の
大
規
模
攻
撃
で
あ
っ
た
か
ら

で
あ
る
。
こ
の
事
件
の
直
後
、
北
大
西
洋
条
約
（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
に
よ
る
「
集
団
的
自
衛
権
」
の
発
動
と
、「
国
連
安
保
理
決
議
１
３

７
３
」
を
根
拠
と
し
て
、
米
国
は
多
国
籍
軍
を
構
成
し
て
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
殲
滅
の
軍
事
行
動
を
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｗ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統

領
の
下
で
「
不
朽
の
自
由
作
戦
（O

peration Enduring Freedom
）」（
二
〇
〇
一
年
一
〇
月
）
と
名
付
け
て
開
始
し
た
。
米
国
の
主

要
メ
デ
ィ
ア
は
終
日
、「
一
体
と
な
っ
た
米
国
」（w

e are united.

）
の
ロ
ゴ
を
星
条
旗
と
と
も
に
テ
レ
ビ
画
面
に
放
映
し
続
け
た
。

　

こ
れ
を
遡
る
一
〇
年
前
、
父
親
で
あ
る
ジ
ョ
ー
ジ
・
Ｈ
・
ブ
ッ
シ
ュ
大
統
領
は
サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
政
権
下
の
イ
ラ
ク
が
ク

ウ
ェ
ー
ト
に
侵
攻
し
た
こ
と
を
国
連
憲
章
違
反
で
あ
る
と
し
て
、「
砂
漠
の
嵐
作
戦
（O

peration D
esert Storm

）」
を
展
開
し
た
が
、
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そ
の
戦
争
容
認
の
世
論
形
成
に
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
巧
妙
に
利
用
さ
れ
た
。
米
国
の
最
大
手
の
Ｐ
Ｒ
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
企
業
で
あ
っ

た
「
ヒ
ル
・
ア
ン
ド
・
ノ
ー
ル
ト
ン
（H

ill and K
now
lton

）
社
」
に
よ
っ
て
仕
組
ま
れ
た
、
連
邦
下
院
議
院
の
「
人
権
委
員
会

（Con gressional H
um
an Rights Caucus

）」
に
お
け
る
「
ナ
イ
ラ
看
護
士
証
言
」（
一
九
九
〇
年
一
〇
月
）
の
中
継
で
あ
る
。
こ
の

中
継
に
よ
り
、
米
国
上
院
は
僅
差
で
イ
ラ
ク
へ
の
武
力
攻
撃
（
戦
争
開
始
）
を
承
認
し
て
い
る
。
こ
れ
以
後
、
二
〇
〇
一
年
一
〇
月

に
成
立
し
た
パ
ト
リ
オ
ッ
ト
法
（
米
国
愛
国
者
法
）
を
は
じ
め
「
対
テ
ロ
リ
ズ
ム
非
対
称
戦
争
」
の
遂
行
の
殆
ど
あ
ら
ゆ
る
措
置
に
、

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
報
道
は
「
議
題
設
定
」
以
上
の
役
割
を
果
た
す
べ
く
利
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
背
景
と
し
て
、
筆
者
を
は
じ
め
多

く
の
論
者
は
、
ア
メ
リ
カ
世
論
に
内
在
す
る
「
正
義
の
戦
争
」
へ
の
情
緒
的
支
持
の
構
図
を
指
摘
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
「
ベ
ト
ナ

ム
反
戦
運
動
」
の
広
ま
り
は
、「
戦
争
行
為
」
へ
の
反
対
で
は
な
く
「
正
当
化
さ
れ
な
い
戦
争
行
為
」
へ
の
反
対
で
あ
っ
た
か
ら
で

あ
る
。

　

米
国
の
主
流
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
「
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
に
関
す
る
報
道
基
準
を
関
連
記
事
か
ら
考
察
す
れ
ば
、
憲
法
修
正
二
条
へ

の
配
慮
と
社
会
安
全
の
維
持
に
つ
い
て
の
バ
ラ
ン
ス
が
随
所
に
う
か
が
わ
れ
る
。
す
な
わ
ち
テ
ロ
リ
ズ
ム
報
道
は
、
他
の
ニ
ュ
ー
ス

と
同
様
の
基
準
で
取
材
に
臨
み
、
報
道
す
る
価
値
が
あ
る
と
判
断
さ
れ
た
場
合
は
、
た
と
え
そ
の
報
道
ゆ
え
に
テ
ロ
事
件
が
「
模
倣

さ
れ
る
」
危
険
が
あ
っ
て
も
報
道
を
続
行
し
て
い
る
。
し
か
し
テ
ロ
リ
ス
ト
や
誘
拐
者
の
「
要
求
」
を
メ
デ
ィ
ア
上
で
示
す
こ
と
は

「
ニ
ュ
ー
ス
報
道
」
と
し
て
不
可
欠
で
あ
る
が
、
必
要
以
上
に
彼
ら
に
主
張
の
場
を
提
供
す
る
こ
と
を
警
戒
し
て
い
る
。「
要
求
」
が

レ
ト
リ
ッ
ク
や
プ
ロ
パ
ガ
ン
ダ
で
飾
ら
れ
て
お
ら
ず
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
限
り
、
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
の
肉
声
や
映
像
と
と
も

に
「
要
求
」
を
そ
の
ま
ま
伝
え
る
こ
と
は
避
け
、
言
い
換
え
て
伝
え
る
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
る
。
テ
ロ
リ
ス
ト
た
ち
に
ラ
イ
ブ
映
像

で
発
言
の
場
を
提
供
し
た
り
、
テ
ロ
予
告
地
点
や
立
て
篭
も
り
現
場
な
ど
の
ラ
イ
ブ
中
継
は
、
何
ら
か
の
緊
急
な
必
要
性
が
な
い
か

ぎ
り
行
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
。

　

一
般
的
に
、
政
治
テ
ロ
リ
ズ
ム
、
主
義
・
信
条
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
は
、
報
道
メ
デ
ィ
ア
の
立
ち
位
置
に
よ
り
、
特
定
の
「
報
道
枠
組
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み
」
が
作
動
す
る
。
特
に
顕
著
な
「
報
道
枠
組
み
」
は
、
伝
統
的
な
“One m
anʼs terrorist is another m

anʼs freedom
 

fighter.

”で
あ
る
。
こ
の
報
道
枠
組
み
は
、
テ
ロ
リ
ス
ト
側
は
言
う
に
及
ば
ず
、
第
三
者
に
さ
え
も
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
結
果
的
に
許
容

す
る
状
況
を
も
た
ら
す
可
能
性
が
大
き
い
。
筆
者
は
、
テ
ロ
報
道
が
人
々
に
テ
ロ
事
件
に
よ
る
「
心
理
的
外
傷
ス
ト
レ
ス
障
害
（
Ｐ

Ｔ
Ｓ
Ｄ
）」
を
強
化
し
て
し
ま
う
場
合
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
「
セ
カ
ン
ド
ハ
ン
ド
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
と
呼
ん
で
き
た
。

（
３
）　

テ
ロ
リ
ズ
ム
に
新
兵
器
と
し
て
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
が
使
用
さ
れ
た
事
例

　

放
送
と
通
信
が
シ
ー
ム
レ
ス
に
繫
が
っ
た
高
度
情
報
社
会
に
お
い
て
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
動
画
共
有
サ
イ
ト
は
、
し
ば
し
ば
マ
ス

メ
デ
ィ
ア
と
し
て
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。
日
本
が
対
象
と
な
っ
た
事
例
と
し
て
は
、「
香
田
証
生
事
件
」
が
あ
る
。
二

〇
〇
四
年
一
〇
月
イ
ラ
ク
旅
行
中
の
日
本
人
青
年
が
「
イ
ラ
ク
の
聖
戦
ア
ル
カ
イ
ダ
組
織
」
を
名
乗
る
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派

に
よ
っ
て
誘
拐
さ
れ
、
殺
害
さ
れ
た
。
星
条
旗
の
上
に
座
ら
さ
れ
た
青
年
の
首
を
切
断
す
る
映
像
が
、
一
一
月
二
日
に
犯
行
声
明
お

よ
び
「
自
衛
隊
」
の
イ
ラ
ク
か
ら
の
撤
退
要
求
と
と
も
に
ネ
ッ
ト
上
に
動
画
配
信
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
テ
ロ
リ
ス
ト
に
よ
る
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
上
へ
の
映
像
配
信
に
つ
い
て
、
二
〇
一
〇
年
一
二
月
「Google

」
は
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
加
担
す
る
恐
れ
の
あ
る
動
画
映
像

を
削
除
す
る
方
針
を
決
定
し
て
い
る
（U

PI Com
., ʻY
ouT
ube invokes terrorism

 policyʼ, D
ec.13, 2010, at 9

：（5am

）。

　

テ
ロ
リ
ズ
ム
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
社
会
脅
迫
の
手
段
と
し
て
高
度
情
報
社
会
に
お
い
て
重
視
す
る
が
ゆ
え
に
、「
九
・
一
一
事

件
」
で
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
「
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
」
を
標
的
に
し
た
よ
う
に
、
映
像
を
意
識
し
た
攻
撃
を
企
て
て
い
る
。
同
時
に
、

攻
撃
の
不
可
視
化
を
社
会
脅
迫
手
段
と
す
る
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
た
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
」
攻
撃
も
併
用
し
て
い
る
。
サ
イ

バ
ー
テ
ロ
は
、
無
差
別
大
量
殺
傷
を
直
接
的
に
伴
う
も
の
で
は
な
い
が
、
重
要
社
会
的
イ
ン
フ
ラ
を
機
能
不
全
に
陥
れ
る
攻
撃
と

な
っ
た
場
合
、
間
接
的
に
無
差
別
大
量
殺
傷
を
伴
う
恐
れ
が
あ
る
。「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
」
は
、
非
対
称
戦
争
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
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攻
撃
側
の
匿
名
性
を
利
用
し
て
、
国
家
対
国
家
の
宣
戦
布
告
を
伴
わ
な
い
攻
撃
と
し
て
頻
繁
に
使
用
さ
れ
て
い
る
（
例
え
ば
、M

ark 

Landler and D
avid E. Sanger,  ʻU

.S. D
em
ands China Block Cyberattacks and A

gree to Ruleʼ, M
arch 11, 2013, N

ew
 Y
ork 

T
im
es.com

）。

　
「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
」
に
対
抗
す
る
「
サ
イ
バ
ー
空
間
」
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
は
、
政
治
、
経
済
、
軍
事
、
文
化
（
と
く
に
表
象
文

化
）
を
包
摂
す
る
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
が
、
攻
撃
か
ら
発
覚
ま
で
の
時
間
差
を
利
用
し
て
攻
撃
の
拡
散
化
や
広
域
化
が
伴
う

た
め
、
極
め
て
輻
輳
し
た
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
今
日
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
に
恒
常
的
に
曝
さ
れ
な
い
国
家
や
組
織
は
な
い
。
日
本
も
、

二
〇
一
〇
年
九
月
、「
中
国
紅
客
連
盟
」
が
民
間
団
体
「
中
国
民
間
保
釣
連
合
会
」
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
上
で
、
サ
イ
バ
ー
攻
撃
を
仕

掛
け
る
呼
び
か
け
を
し
て
い
る
。
事
実
、
こ
れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
同
月
一
六
日
か
ら
一
八
日
に
か
け
て
三
次
に
わ
た
り
、
サ

イ
バ
ー
攻
撃
（
Ｄ
Ｄ
ｏ
Ｓ
攻
撃
）
が
行
わ
れ
、
警
察
庁
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
閲
覧
上
の
支
障
が
生
じ
た（
７
）。

　

後
に
述
べ
る
よ
う
に
サ
イ
バ
ー
空
間
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
を
一
部
門
の
独
占
的
管
理
に
ま
か
せ
る
こ
と
に
は
、
た
と
え
時
宜
に

適
い
有
効
性
が
高
い
と
し
て
も
、
個
々
の
運
用
形
式
を
め
ぐ
る
関
連
組
織
間
で
の
ヘ
ゲ
モ
ニ
ー
争
い
や
、「
情
報
・
通
信
法
」
上
の

問
題
点
、
と
く
に
憲
法
上
の
基
本
的
人
権
と
の
抵
触
の
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
サ
イ
バ
ー
空
間
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
の
事

例
は
、
当
該
領
域
の
専
門
家
に
よ
り
、
多
く
の
論
述
が
あ
る
。
こ
の
拙
論
で
は
映
像
の
可
視
化
、
攻
撃
組
織
の
存
在
の
可
視
化
を
狙

う
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
の
形
態
の
存
在
を
指
摘
す
る
に
と
ど
め
る
。

（
４
）　

対
テ
ロ
リ
ズ
ム
非
対
称
戦
争
の
遍
在
化

　
「
九
・
一
一
事
件
」
を
実
行
し
た
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
は
、
一
九
九
三
年
二
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
「
世
界
貿
易
セ
ン
タ
ー
」
地
下
駐

車
場
で
爆
弾
テ
ロ
を
行
っ
た
。
一
九
九
八
年
七
月
に
は
、「
ア
イ
マ
ン
・
ム
ハ
メ
ド
・
ア
ル
・
ザ
ワ
ヒ
リ
師
」
が
「
諸
悪
の
敵
米
国
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お
よ
び
米
国
市
民
」
を
攻
撃
し
殲
滅
す
る
こ
と
が
「
フ
ァ
ト
ワ
ー
」
で
あ
る
と
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
宣
言
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
「
ア

ル
カ
イ
ダ
」
は
同
年
八
月
、
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ケ
ニ
ア
の
米
国
大
使
館
を
同
時
に
、
ま
た
二
〇
〇
〇
年
一
〇
月
に
は
イ
ェ
ー
メ
ン
の
ア

デ
ン
港
で
イ
ー
ジ
ス
艦
「U

SS Cole

」
を
爆
破
し
て
、
米
国
と
の
対
決
姿
勢
を
強
め
て
い
っ
た
。

　

サ
ダ
ム
・
フ
セ
イ
ン
体
制
下
イ
ラ
ク
と
の
国
家
間
武
力
衝
突
と
異
な
り
、「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
殲
滅
の
た
め
の
軍
事
行
動
は
、「
国
際

的
法
人
格
」
を
持
た
な
い
非
国
家
組
織
を
相
手
に
す
る
戦
争
で
あ
る
。
存
在
の
全
体
像
が
不
明
な
相
手
と
の
戦
争
で
あ
り
、
し
た

が
っ
て
戦
闘
に
関
す
る
国
際
法
規
や
慣
例
が
通
用
し
な
い
。
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
の
「
ア
ル
カ
イ
ダ
殲
滅
戦
争
」
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス

タ
ン
内
戦
へ
の
米
国
を
主
体
と
し
た
複
数
の
国
家
に
よ
る
国
際
的
介
入
で
あ
り
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
家
の
主
権
は
棚
上
げ
さ
れ

て
行
わ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、「
不
朽
の
自
由
作
戦
」
は
、「
内
戦
型
の
国
際
武
力
衝
突
」
と
い
う
従
来
に
は
な
か
っ
た
戦
争
形

態
を
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
戦
争
形
態
は
、「
非
対
称
戦
争
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

　

米
国
が
主
導
し
た
「
九
・
一
一
事
件
以
後
」
の
「
非
対
称
戦
争
」
は
、「
ザ
ワ
ヒ
リ
師
」
に
よ
る
「
フ
ァ
ト
ワ
ー
」
を
受
け
止
め

た
世
界
的
規
模
で
居
住
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
の
戦
い
に
拡
大
し
た
。
換
言
す
れ
ば
、
反
米
帝
国
主
義
、
反
世
界
シ
オ
ニ
ズ
ム
を
掲

げ
て
『
ジ
ハ
ー
ド
』
を
宣
言
す
る
イ
ス
ラ
ム
教
徒
と
の
戦
い
に
な
っ
た
。
米
軍
は
二
〇
〇
三
年
の
「
イ
ラ
ク
戦
争
」
で
圧
倒
的
勝
利

を
も
た
ら
し
た
「C（ISR

」（com
m
and, control, com

m
unication, com

puter, intelligence, surveillance, reconnaissance

）
に

よ
る
軍
事
的
成
功
を
、
非
対
称
戦
争
に
も
持
ち
込
ん
だ）8
（

。
ア
ル
カ
イ
ダ
も
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
を
含
め
新
兵
器
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
通
信

メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
す
る
と
同
時
に
、
非
対
称
戦
争
の
第
二
戦
線
を
世
界
中
の
リ
ビ
ン
グ
ル
ー
ム
に
形
成
す
る
こ
と
を
試
み
た）9
（

。
そ
の

具
体
例
と
し
て
は
、
一
九
九
六
年
一
一
月
に
カ
タ
ー
ル
で
開
局
し
た
「
ア
ル
ジ
ャ
ジ
ー
ラ
衛
星
チ
ャ
ン
ネ
ル
（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）」
に
「
オ

サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ン
」
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
映
像
を
複
数
回
に
わ
た
り
独
占
放
送
さ
せ
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
近
年
で
は
、「
ア
ラ
ブ

の
春
」、「
リ
ビ
ア
内
戦
」、「
エ
ジ
プ
ト
ム
バ
ラ
ク
政
権
打
倒
」、「
シ
リ
ア
内
戦
」
な
ど
で
映
像
や
「
呼
び
か
け
」、「
司
令
」
情
報
が

ウ
ェ
ブ
上
に
溢
れ
て
い
る
。
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
は
「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
」
と
い
う
幽
霊
に
慄
き
、「
安
心
・
安
全
な
暮
ら
し
」
の
た
め
に
は
、「
異
邦

人
」
を
一
括
し
て
監
視
な
い
し
排
除
し
よ
う
と
す
る
思
考
を
、
古
い
土
蔵
か
ら
取
り
出
す
こ
と
に
な
っ
た
。
か
つ
て
は
ユ
ダ
ヤ
人
が
、

今
回
は
イ
ス
ラ
ム
教
徒
が
「
異
邦
人
」
の
レ
ッ
テ
ル
を
貼
ら
れ
た
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
イ
ス
ラ
ム
・
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
は
、
か
つ

て
経
済
成
長
の
た
め
の
底
辺
労
働
力
と
し
て
重
宝
さ
れ
た
旧
植
民
地
か
ら
の
か
ら
移
住
者
や
「
期
限
付
き
労
働
者
」（
例
え
ば
「
西
ド

イ
ツ
」
時
代
の
ガ
ス
ト
ア
ル
バ
イ
タ
ー
）
が
な
し
崩
し
的
に
定
住
し
て
創
ら
れ
て
き
た
。

　

外
見
か
ら
は
穏
健
な
定
住
者
と
危
険
な
定
住
者
を
識
別
し
難
い
こ
と
が
、「
異
邦
人
」
を
一
括
し
て
監
視
な
い
し
排
除
し
よ
う
と

す
る
思
考
を
引
き
起
こ
し
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
、
二
〇
〇
五
年
七
月
の
ロ
ン
ド
ン
に
お
け
る
同
時
爆
破
（
地
下
鉄
・
バ
ス
爆
破
）

の
テ
ロ
実
行
犯
が
、
平
凡
な
イ
ス
ラ
ム
系
イ
ギ
リ
ス
市
民
の
家
庭
か
ら
リ
ク
ル
ー
ト
さ
れ
た
事
実
（「
ホ
ー
ム
・
グ
ロ
ー
ン
・
テ
ロ
リ

ス
ト
」）
（（
（

）
に
よ
っ
て
さ
ら
に
強
化
さ
れ
た
。
二
〇
一
三
年
四
月
の
「
ボ
ス
ト
ン
マ
ラ
ソ
ン
事
件
」
も
、「
ホ
ー
ム
・
グ
ロ
ー
ン
・
テ
ロ

リ
ス
ト
」
に
よ
る
も
の
で
あ
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。
新
た
な
ホ
ロ
コ
ー
ス
ト
と
な
り
か
ね
な
い
「
異
教
徒
＝
イ
ス
ラ
ム
教
徒
」
へ
の

憎
悪
は
、
具
体
的
対
象
を
「
ユ
ダ
ヤ
＝
セ
ム
」
か
ら
「
ア
ラ
ブ
＝
セ
ム
」
へ
挿
げ
替
え
た
「
ア
ン
チ
・
セ
ミ
テ
ィ
ズ
ム
」
に
ほ
か
な

ら
な
い
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
比
べ
て
「
九
・
一
一
事
件
」
の
爆
心
地
（
グ
ラ
ン
ド
・
ゼ
ロ
）
と
な
っ
た
米
国
は
、
元
来
が
移
民
で
構
成

さ
れ
て
い
る
社
会
で
あ
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
状
況
と
全
く
異
な
り
、
市
民
権
や
永
住
権
を
既
に
保
有
し
て
い
る
人
々
を
、
特
定
の
人

種
・
民
族
集
団
に
所
属
す
る
か
ら
と
言
っ
て
「
異
邦
人
」
と
決
め
付
け
、
一
括
し
て
監
視
な
い
し
排
除
し
よ
う
と
す
る
こ
と
を
禁
止

し
て
い
る
。
そ
の
背
景
に
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
太
平
洋
沿
岸
部
に
居
住
す
る
日
系
ア
メ
リ
カ
人
を
「
リ
ロ
ケ
ー
ト
・
キ
ャ
ン

プ
（
転
住
所
）」
へ
強
制
収
容
（
一
九
四
二
年
二
月
）
し
た
歴
史
的
事
実）（（
（

へ
の
、
連
邦
政
府
に
よ
る
謝
罪
と
賠
償
（
一
九
八
八
年
）
が
あ

る
。

　

し
た
が
っ
て
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
や
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
に
対
し
、
米
国
連
邦
政
府
が
で
き
る
こ
と
は
、「
米
国
の
正
義
」

に
挑
戦
す
る
「
社
会
の
敵
」
と
し
て
「
疑
わ
し
き
者
」
を
設
定
す
る
こ
と
で
あ
る
。「
九
・
一
一
事
件
」
以
後
、
米
国
は
国
内
の
み
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な
ら
ず
グ
ロ
ー
バ
ル
な
場
に
お
い
て
も
、「
イ
ス
ラ
ム
教
徒
」
を
「
正
義
＝
安
全
な
教
徒
」
と
、「
不
正
義
＝
危
険
な
教
徒
」
に
峻
別

し
た
上
で
、
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
非
対
称
戦
争
を
遂
行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　

歴
史
的
に
二
項
対
立
思
考
方
法
は
一
般
的
な
米
国
市
民
に
よ
り
あ
ら
ゆ
る
局
面
に
お
い
て
受
け
入
れ
ら
れ
や
す
い
思
考
で
あ
る
。

イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
の
「
ジ
ハ
ー
ド
＝
不
正
義
」
に
対
決
し
世
界
の
治
安
を
守
る
ア
メ
リ
カ
の
「
十
字
軍
＝
正
義
」
は
、
米

国
市
民
の
責
務
と
な
る
。
こ
の
意
識
の
下
で
始
め
ら
れ
た
対
テ
ロ
非
対
称
戦
争
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
遍
在
し
て
い
る
。
な
ぜ
な
ら
イ

ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
は
、
中
東
イ
ス
ラ
ム
圏
の
み
な
ら
ず
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
の
居
住
す
る
あ
ら
ゆ
る
地
域
（
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
、

ロ
ン
ド
ン
、
パ
リ
、
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
な
ど
米
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
主
要
都
市
を
含
む
）
に
存
在
す
る
。
事
実
、「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
が
滞
在

し
た
痕
跡
は
日
本
に
も
残
さ
れ
て
い
る
。「
二
〇
〇
二
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
の
リ
オ
ネ
ル
・
デ
ュ
モ
ン
滞
在
事
件
」
は
周
知
で
あ
る
。

こ
の
他
、
日
本
に
お
け
る
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
関
連
事
件
と
し
て
は
、
一
九
九
四
年
の
「
ホ
イ
ジ
ン
ガ
事
件
」、
二
〇
〇
二
年
Ｆ
Ｉ
Ｆ

Ａ
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ
プ
攻
撃
計
画
な
ど
が
あ
る
。

（
５
）　

非
対
称
戦
争
の
ジ
レ
ン
マ

　
「
九
・
一
一
事
件
」
に
代
表
さ
れ
る
無
差
別
大
量
殺
傷
と
い
う
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
、
そ
の
実
行
者
へ
の
報
復
で
あ
る
「
非
対
称
戦
争
」

は
、
ジ
レ
ン
マ
に
直
面
し
て
い
る
。

　

第
一
の
ジ
レ
ン
マ

0

0

0

0

0

0

0

は
、
国
際
テ
ロ
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
の
非
対
称
戦
争
に
お
い
て
、
テ
ロ
組
織
が
潜
伏
し
て
い
る
と
推
定
さ
れ
た
地

域
を
武
力
攻
撃
す
る
こ
と
は
、
そ
の
地
域
が
合
法
的
に
属
す
る
国
家
の
主
権
を
侵
害
す
る
こ
と
に
な
る
。
タ
ン
ザ
ニ
ア
と
ケ
ニ
ア
に

お
け
る
米
国
大
使
館
の
同
時
爆
破
テ
ロ
リ
ズ
ム
（
一
九
九
八
年
八
月
）
に
報
復
す
る
た
め
に
、
米
国
が
ス
ー
ダ
ン
と
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ

ン
に
存
在
す
る
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
の
関
係
施
設
を
、
多
数
の
巡
航
ミ
サ
イ
ル
で
報
復
攻
撃
を
し
た
こ
と
は
、
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
の
国
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家
主
権
を
侵
す
こ
と
で
あ
り
、
国
際
法
上
の
問
題
を
残
す
こ
と
に
な
っ
た
。

　

第
二
の
ジ
レ
ン
マ

0

0

0

0

0

0

0

は
、
報
復
に
し
ろ
、
予
防
措
置
に
し
ろ
、
攻
撃
対
象
と
な
っ
た
地
域
に
生
活
す
る
無
告
の
市
民
を
、
戦
争
被
害

者
と
し
て
巻
き
添
え
に
す
る
可
能
性
が
高
い
こ
と
で
あ
る
。
テ
ロ
実
行
犯
の
特
定
化
が
容
易
で
は
な
い
こ
と
に
も
原
因
が
あ
る
。
例

え
ば
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
「
国
家
的
報
復
」
は
、
多
く
の
無
告
の
パ
レ
ス
チ
ナ
市
民
を
巻
き
込

ん
で
殺
傷
し
て
い
る
。
米
軍
に
よ
り
「
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
戦
争
」
に
お
い
て
、
多
く
の
無
告
の
民
が
テ
ロ
リ
ス
ト
と
誤
認
さ
れ
て
殺

戮
さ
れ
、
あ
る
い
は
巻
き
添
え
と
な
っ
て
い
る
。
現
在
、「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
は
、
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
と
し
て
新
た
な
装
い
を

整
え
た
。
こ
の
た
め
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
と
の
非
対
称
戦
争
は
、
か
つ
て
ベ
ト
ナ
ム
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
で
米
国
兵
士
が
叫
ん
だ
「
敵
の
姿

は
見
え
な
い
が
、
あ
ら
ゆ
る
と
こ
ろ
に
敵
が
居
る
」
状
況
が
グ
ロ
ー
バ
ル
に
拡
大
し
て
い
る
。）
（（
（

　

第
三
の
ジ
レ
ン
マ

0

0

0

0

0

0

0

は
、
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
の
「
非
対
称
戦
争
」
が
、
国
家
対
国
家
の
対
称
戦
争
の
よ
う
に
「
ゼ
ロ
・
サ
ム　

ゲ
ー
ム
」
と
し
て
終
焉
（
大
日
本
帝
国
の
無
条
件
降
伏
な
ど
）
を
迎
え
な
い
可
能
性
が
高
い
ば
か
り
か
、「
平
和
で
も
戦
争
で
も
な
い

状
態
（no peace and no w

ar

）」（
例
え
ば
朝
鮮
半
島
や
イ
ス
ラ
エ
ル
対
ア
ラ
ブ
の
中
東
地
域
）
に
持
ち
込
ま
れ
て
最
終
結
着
が
永
久
に

も
た
ら
さ
れ
な
い
可
能
性
も
高
い
。
特
に
、
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
目
的
が
宗
教
的
使
命
感
の
達
成
に
あ
る
場
合
（
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過

激
派
）
は
、
テ
ロ
を
実
行
す
る
こ
と
自
体
が
自
己
充
足
的
に
追
求
さ
れ
る
（
殉
教
者
）。
こ
の
た
め
に
、
戦
争
を
継
続
す
る
こ
と
へ
の

コ
ス
ト
・
ベ
ネ
フ
ィ
ッ
ト
を
土
台
と
し
た
損
得
計
算
の
思
考
が
機
能
し
な
い
。

　

第
四
の
ジ
レ
ン
マ

0

0

0

0

0

0

0

は
、
非
人
道
的
兵
器
（
Ｂ
Ｃ
Ｎ
Ｒ
）
の
使
用
に
か
か
わ
る
兵
器
管
理
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
ソ
連
邦
の
崩
壊
に

よ
る
「
Ｂ
Ｃ
Ｎ
Ｒ
兵
器
」
の
国
境
を
越
え
た
散
逸
と
類
似
し
た
状
況
が
、「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
に
よ
る
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
旧
政

権
崩
壊
に
よ
り
起
き
て
い
る
。

　

現
時
点
に
お
け
る
、「
無
差
別
大
量
殺
傷
」
兵
器
を
大
別
す
る
と
、
生
物
兵
器
（
Ｂ
）、
化
学
兵
器
（
Ｃ
）、
放
射
性
兵
器
（
Ｒ
）、

核
兵
器
（
Ｎ
）
に
分
け
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
最
も
大
き
な
恐
怖
は
、
か
つ
て
「
貧
者
の
核
兵
器
」
と
言
わ
れ
た
「
生
物
兵
器
」
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で
あ
る
。
化
学
兵
器
は
、
複
数
の
有
毒
ガ
ス
を
混
入
さ
せ
た
「
ケ
ミ
カ
ル
カ
ク
テ
ル
弾
」
が
、
一
九
八
八
年
三
月
、
サ
ダ
ム
・
フ
セ

イ
ン
体
制
下
で
ク
ル
ド
人
集
住
地
域
（halajba

）
の
攻
撃
に
使
用
さ
れ
、
日
本
で
は
一
九
九
五
年
三
月
「
オ
ウ
ム
真
理
教
」
に
よ
り

「
サ
リ
ン
地
下
鉄
事
件
」
が
起
き
て
い
る
。

　
「
生
物
兵
器
」
に
つ
い
て
の
研
究
は
、
世
界
各
地
で
行
わ
れ
て
お
り
、
慶
應
義
塾
に
お
い
て
も
グ
ロ
ー
バ
ル
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
研
究

所
に
お
い
て
行
わ
れ
て
い
る
。）
（（
（

米
国
は
「
九
・
一
一
事
件
」
の
直
後
に
「
炭
疽
菌
」
に
よ
る
生
物
テ
ロ
に
直
面
し
た
（
二
〇
〇
一
年

九
月
一
八
日
と
一
〇
月
八
日
）。
使
用
さ
れ
た
「
炭
疽
菌
」
の
種
類
が
、
米
国
産
（「
エ
ー
ム
ズ
株
菌
」
系
統
）
と
判
明
し
た
こ
と
も
あ

り
、
国
内
の
生
物
兵
器
に
使
用
可
能
な
病
原
体
の
徹
底
管
理
体
制
を
創
る
と
と
も
に
、
空
中
に
飛
散
す
る
放
射
能
や
生
物
兵
器
病
原

体
の
監
視
体
制
（「
バ
イ
オ
シ
ー
ル
ド
」）
を
構
築
し
つ
つ
あ
る
。
同
時
に
、
生
物
テ
ロ
対
抗
医
薬
品
市
場
へ
の
企
業
参
入
を
促
し
て

い
る）（（
（

。
ひ
と
た
び
生
物
兵
器
が
使
用
さ
れ
れ
ば
防
御
措
置
は
時
間
と
の
勝
負
と
な
り
、
抑
え
込
み
に
失
敗
す
れ
ば
国
境
を
越
え
た
被

災
波
及
の
可
能
性
が
高
い
。
旧
ソ
連
邦
が
管
理
し
て
い
た
生
物
兵
器
が
散
逸
し
た
可
能
性
も
論
じ
ら
れ
て
お
り
、
米
国
の
保
健
福
祉

省
（D

epartm
ent of H

ealth and H
um
an Services/Public H

ealth Services

）
と
国
土
安
全
保
障
省
（D

epartm
ent of H

om
e-

land Security

）
が
重
要
な
対
応
の
た
め
の
機
関
と
な
っ
て
い
る）（（
（

。

　

第
五
の
ジ
レ
ン
マ

0

0

0

0

0

0

0

は
サ
イ
バ
ー
空
間
に
お
け
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
攻
撃
に
対
応
す
る
体
制
づ
く
り
の
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
こ
れ
に
は

管
理
組
織
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
ジ
レ
ン
マ
と
、
管
理
す
る
こ
と
の
倫
理
上
の
ジ
レ
ン
マ
が
あ
る）（（
（

。

　

管
理
組
織
上
の
問
題
点
は
、
多
岐
の
領
域
に
わ
た
る
サ
イ
バ
ー
空
間
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
を
一
部
門
の
独
占
的
管
理
に
ま
か
せ

る
こ
と
に
つ
い
て
も
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
管
理
の
一
元
化
は
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
確
保
上
で
有
効
性
が
あ
る
と
し
て
も
、
そ
の
運
用
方
法

に
課
題
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
領
域
で
最
も
先
進
的
な
体
制
を
敷
く
米
国
は
、
国
防
省
内
に
「U

SCY
BERCO

M

」
を
創
設

し
運
用
を
始
め
た
（
二
〇
一
〇
年
一
〇
月
）。
し
か
し
、
こ
の
部
隊
の
創
設
は
「
国
土
安
全
保
障
省
（D

epartm
ent of H

om
eland 

Security

）」
と
の
権
限
上
の
確
執
や
、
文
民
部
門
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
監
視
と
保
護
を
担
当
し
て
い
る
複
数
の
組
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織
と
の
調
整
を
ど
の
よ
う
に
進
め
て
い
く
か
で
問
題
が
浮
上
し
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
オ
バ
マ
政
権
は
二
〇
〇
九
年
五
月
「
サ

イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
・
レ
ビ
ュ
ー
（
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）」
を
ま
と
め
て
、
同
年
一
二
月
に
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
調
整
官
」
を
置
く
こ
と
に
し
た
が
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
保
護
が
専
ら
「U

SCU
BERCO

M

」
に
よ
る
軍
の
管
轄
事
項

に
取
り
込
ま
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
い
う
疑
念
は
払
拭
で
き
な
い
で
い
る
。
し
か
し
新
た
な
攻
撃
手
法
を
次
々
に
開
発
し
て

く
る
犯
罪
者
や
テ
ロ
リ
ス
ト
内
部
に
居
る
「
サ
イ
バ
ー
お
た
く
」
に
対
抗
し
て
、
技
術
的
優
位
性
を
保
ち
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

現
状
は
、「U

SCY
BERCO

M

」
へ
の
権
限
集
中
へ
向
か
う
背
景
も
否
定
で
き
な
い
事
実
な
の
で
あ
る
。

　

倫
理
的
な
問
題
点
は
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
秘
匿
・
管
理
強
化
と
、
情
報
・
デ
ー
タ
の
公
開
・
共
有
と
の
間
で
な
さ
れ
る
数
多
く
の

論
議
で
表
面
化
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ら
は
憲
法
学
と
行
政
法
学
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
議
論
に
随
所
に
反
映
さ
れ
て
い
る
。
日
本
で
は

内
閣
官
房
に
「
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
（
Ｎ
Ｉ
Ｓ
Ｃ
）」（
二
〇
〇
五
年
）
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
警
察
機
構
で
は
サ
イ

バ
ー
犯
罪
（
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
を
含
む
）
へ
対
応
す
る
「
サ
イ
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
」
を
各
管
区
警
察
局
に
置
き
、
さ
ら
に
そ
れ
ら
を
統
合

す
る
「
サ
イ
バ
ー
フ
ォ
ー
ス
セ
ン
タ
ー
」
を
警
察
庁
に
置
い
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
よ
り
効
果
的
に

確
保
す
る
た
め
、
省
庁
間
の
横
の
連
携
強
化
と
、「
サ
イ
バ
ー
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
」
能
力
の
強
化
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
に
対
し
「
情
報
管
理
」
へ
の
倫
理
的
な
問
題
点
が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
筆
者
の
専
攻
領
域
に
関
し
て
い
え
ば
、「
日
本
新
聞
協

会
」（
日
本
の
新
聞
、
放
送
、
通
信
の
企
業
・
個
人
で
構
成
さ
れ
る
一
般
社
団
法
人
）
に
よ
る
「『
秘
密
保
全
法
制
』
に
た
い
す
る
意
見

書
」
が
、
二
〇
一
一
年
一
一
月
、「
政
府
に
お
け
る
情
報
保
全
に
関
す
る
検
討
委
員
会　

委
員
長　

内
閣
官
房
長
官　

藤
村
修
（
当

時
）」
に
提
出
さ
れ
て
い
る
。

　

第
六
の
ジ
レ
ン
マ

0

0

0

0

0

0

0

は
、
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
へ
の
反
撃
手
段
に
関
す
る
ジ
レ
ン
マ
で
あ
る
。
サ
イ
バ
ー
兵
器
が
用
い
ら
れ
た
場
合
、
国

家
対
国
家
の
対
称
戦
争
に
お
け
る
対
応
と
、
国
家
対
非
国
家
組
織
（
例
え
ば
、
米
国
対
ア
ル
カ
イ
ダ
）
の
非
対
称
戦
争
に
お
け
る
対
応

と
で
は
、
相
違
が
自
ず
か
ら
生
じ
ざ
る
を
得
な
い
。
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米
国
の
オ
バ
マ
政
権
は
、
も
し
米
国
が
国
外
か
ら
の
大
規
模
な
サ
イ
バ
ー
攻
撃
に
曝
さ
れ
る
明
確
な
証
拠
を
押
さ
え
た
場
合
、
軍

が
先
制
攻
撃
を
大
統
領
の
許
可
を
得
て
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
非
公
開
ル
ー
ル
を
作
成
し
て
い
る
（ʻBroad Pow

ers 

Seen for O
bam
a in Cyberstrikesʼ, N

Y
 T
im
es. Feb. 3, 2013

）。
こ
の
ル
ー
ル
作
成
に
関
し
て
も
、
米
国
議
会
内
に
は
慎
重
論
や

証
拠
の
信
憑
性
判
定
に
つ
い
て
疑
義
（
イ
ラ
ク
戦
争
開
戦
理
由
と
な
っ
た
大
量
破
壊
兵
器
が
実
際
に
は
存
在
し
な
か
っ
た
事
実
へ
の
反
省
）

が
提
起
さ
れ
て
い
る
。
オ
バ
マ
政
権
は
、
す
で
に
コ
ー
ド
ネ
ー
ム
「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
ゲ
ー
ム
」
の
下
で
、
イ
ラ
ン
の
核
濃
縮
技
術

開
発
阻
止
の
た
め
、
サ
イ
バ
ー
兵
器
を
使
用
し
た
事
実
が
あ
る
こ
と
な
ど
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
際
に
は
発
電
所
や
病
院
な

ど
の
市
民
生
活
に
直
結
す
る
社
会
基
盤
を
攻
撃
か
ら
除
外
し
た
こ
と
を
主
張
し
て
い
る
。

　

サ
イ
バ
ー
兵
器
の
使
用
は
、
対
称
戦
争
で
は
有
効
な
手
段
と
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
同
様
の
兵
器
と
手
法
が
、

果
た
し
て
非
対
称
戦
争
の
敵
対
相
手
に
使
用
可
能
か
否
か
は
、
状
況
に
依
存
す
る
度
合
い
が
極
め
て
高
い
。
な
ぜ
な
ら
サ
イ
バ
ー
攻

撃
を
仕
掛
け
る
テ
ロ
組
織
の
末
端
や
個
人
は
、
既
に
指
摘
し
た
よ
う
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
は
じ
め
、
東
京
を
含
め
先
進
諸
国
の
大
都

市
に
人
知
れ
ず
潜
伏
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。
自
国
社
会
に
向
か
っ
て
テ
ロ
組
織
を
剪
滅
す
る
た
め
に
社
会
基
盤
の
安
定
性
を
一

部
で
も
犠
牲
に
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
る
措
置
は
一
時
的
に
せ
よ
採
択
で
き
な
い
か
ら
だ
。

（
６
）　

ま
と
め
︱
︱
危
機
管
理
と
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
論

　
「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
の
波
及
を
抑
え
込
ん
だ
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
で
起
き
た
武
装
テ
ロ
事
件
（
二
〇
一
三
年
一
月
、
以
後
「
ア
ル
ジ
ェ

リ
ア
事
件
」
と
記
す
）
で
、
日
本
の
「
危
機
管
理
論
」
は
自
然
災
害
と
原
発
事
故
の
一
色
か
ら
、
再
び
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
対
す
る

危
機
管
理
も
加
え
て
論
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
二
〇
一
一
年
三
月
一
一
日
の
東
日
本
大
震
災
と
大
津
波
に
よ
る
被
害
と
、
そ
れ

に
付
随
し
た
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
に
よ
る
放
射
能
漏
洩
（
以
後
「
三
・
一
一
災
害
」
と
記
す
）
で
、
危
機
管
理
が
想
定
上
の
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論
議
で
は
な
く
現
実
の
事
例
に
基
づ
い
て
論
議
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
後
で
の
、
新
た
な
危
機
管
理
論
の
展
開
で
あ
っ
た
。
大
規
模

災
害
や
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
際
し
て
の
「
人
質
人
命
救
助
」
と
い
う
危
機
管
理
業
務
は
、
平
常
時
の
救
急
救
命
業
務
や
小
規
模
災
害

の
危
機
管
理
業
務
、
政
情
不
安
地
域
か
ら
の
海
外
邦
人
救
出
業
務
と
は
質
的
に
異
な
る
側
面
を
持
っ
て
い
る
か
ら
だ
。

　
「
三
・
一
一
災
害
」
で
は
、
刻
一
刻
と
変
化
す
る
状
況
下
に
置
か
れ
た
危
機
管
理
の
司
令
所
に
は
、
世
界
各
地
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア

を
は
じ
め
高
度
情
報
社
会
を
構
成
す
る
様
々
な
メ
デ
ィ
ア
に
よ
り
、
多
様
で
輻
輳
し
た
情
報
が
も
た
ら
さ
れ
た
。
も
た
ら
さ
れ
た
情

報
に
は
真
偽
が
あ
り
、
緊
急
性
に
度
合
い
が
あ
り
、
時
間
差
が
あ
り
、
声
の
大
小
が
あ
る
。
し
か
も
危
機
管
理
は
刻
々
と
変
わ
る
状

況
の
下
で
、
時
間
的
制
約
に
直
面
し
、
動
員
可
能
な
人
的
・
物
的
資
源
に
は
限
界
が
あ
る
。
阪
神
淡
路
の
「
大
震
災
」（
一
九
九
五

年
一
月
）
で
積
み
上
げ
た
危
機
管
理
の
専
門
知
識
（know

-how

）
は
、
災
害
規
模
の
大
き
さ
と
原
発
事
故
と
い
う
未
経
験
の
事
態
に

直
面
し
、
加
え
て
内
閣
危
機
管
理
鑑
を
は
じ
め
国
家
の
制
度
的
危
機
管
理
中
枢
は
、
菅
首
相
（
当
時
）
の
ス
タ
ン
ド
・
プ
レ
ー
に
も

影
響
さ
れ
、
深
刻
な
機
能
不
全
の
事
態
に
直
面
し
た
。
こ
の
民
主
党
内
閣
下
で
の
危
機
管
理
の
混
乱
ぶ
り
か
ら
導
き
出
さ
れ
た
教
訓

は
、
危
機
管
理
業
務
に
お
け
る
「
優
先
順
位
づ
け
」
の
新
た
な
枠
組
設
定
で
あ
っ
た
。

　

こ
れ
に
続
い
て
起
き
た
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
件
」
を
受
け
て
日
本
政
府
は
、「
国
家
安
全
保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）」
の
創
設
、

国
家
の
情
報
収
集
・
分
析
機
能
の
強
化
、
自
衛
隊
法
の
改
正
な
ど
を
論
議
す
べ
し
と
し
、
さ
ら
に
サ
ハ
ラ
砂
漠
南
縁
・
北
ア
フ
リ

カ
・
中
東
地
域
の
安
定
化
支
援
を
行
う
方
針
を
決
め
た
。
ま
た
二
〇
一
三
年
一
月
の
マ
リ
支
援
国
会
合
で
は
、
難
民
支
援
や
国
連
平

和
維
持
活
動
（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）
訓
練
セ
ン
タ
ー
へ
の
資
金
拠
出
を
表
明
し
、
六
月
に
は
横
浜
で
、
第
五
回
ア
フ
リ
カ
開
発
会
議
（
Ｔ
Ｉ
Ｃ

Ａ
Ｄ
５
）
を
開
催
し
た
。
し
か
し
具
体
的
に
は
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
勢
力
と
国
内
で
闘
争
中
で
あ
る
ア
ブ
デ
ル
ア
ジ
ズ
・
ブ
ー
テ

フ
リ
カ
政
権
下
で
起
き
た
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
件
」
で
、
人
質
に
取
ら
れ
た
日
本
人
を
救
出
す
る
業
務
の
「
優
先
順
位
づ
け
」
を
、

ど
の
よ
う
な
情
報
収
集
と
情
報
分
析
に
基
づ
い
て
決
定
す
る
か
で
対
応
不
備
を
曝
け
出
し
た
。

　

日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
平
常
時
と
異
な
る
危
機
管
理
業
務
の
「
優
先
順
位
づ
け
」
に
、
ど
の
よ
う
な
対
応
を
し
て
き
た
の
か
、



208

法学研究 86 巻 7 号（2013：7）

そ
し
て
将
来
す
る
べ
き
な
の
か
。
高
度
情
報
社
会
で
多
様
化
し
た
メ
デ
ィ
ア
状
況
を
背
景
に
、
政
治
社
会
学
と
し
て
の
「
マ
ス
・
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
が
取
り
組
む
べ
き
重
要
な
テ
ー
マ
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

筆
者
は
高
度
情
報
社
会
に
お
い
て
も
、
カ
ー
ル
・
ド
イ
ッ
チ
ュ）（（
（

や
デ
イ
ビ
ッ
ト
・
イ
ー
ス
ト
ン）（（
（

ら
の
「
政
治
シ
ス
テ
ム
論
」
で
論

じ
ら
れ
て
い
る
、
政
策
形
成
へ
の
情
報
「input

」
を
調
整
す
る
（Regulation of the Flow

 of D
em
and

）
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
、

同
時
に
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
担
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
（T

he Com
m
unication of Feedback Response

）
の
一
つ
と
し
て
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
（
サ
イ
バ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
含
め
て
）
の
位
置
づ
け
は
変
わ
ら
な
い
と
考
え
る
。
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
担
う
チ
ャ

ン
ネ
ル
と
し
て
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
は
、
単
な
る
情
報
産
業
で
は
な
い
知
識
産
業
と
し
て
の
「
社
会
環
境
の
監
視
」
機
能
が
求
め
ら

れ
る）（（
（

。

　

こ
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
、
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、「
三
・
一
一
災
害
」
直
後
か
ら
丹
念
に
被
災
者
の
声
を
拾
い
、
被
災
地
の

状
況
を
報
道
す
る
こ
と
に
献
身
的
努
力
を
払
っ
た
こ
と
は
衆
目
の
一
致
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
収
集
は
、

危
機
管
理
政
策
形
成
へ
の
情
報
提
供
「input
」
に
大
き
く
貢
献
し
た
。
し
か
し
他
方
で
平
時
と
は
異
な
る
危
機
状
況
下
で
あ
り
、

錯
綜
・
重
複
し
た
情
報
が
未
整
理
の
ま
ま
、
あ
る
い
は
判
定
・
評
価
が
不
十
分
な
ま
ま
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
報
道
さ
れ
た
た
め
に
、
ロ

バ
ー
ト
・
マ
ー
ト
ン
の
指
摘
す
る
「
ブ
ー
メ
ラ
ン
反
応
」
を
社
会
的
に
引
き
起
こ
す
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
も
否
定
で
き
な
い
。
福
島

原
発
事
故
直
後
、
主
要
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
政
府
に
よ
る
情
報
操
作
の
走
狗
的
役
割
を
果
た
し
た
た
め
に
、
後
に
真
実
が
明
ら
か
に
な

る
に
つ
れ
て
、
政
府
と
東
京
電
力
に
対
す
る
国
民
世
論
の
情
緒
的
反
発
を
招
い
た
だ
け
で
な
く
（
二
〇
一
二
年
一
二
月
衆
議
院
議
員
選

挙
結
果
）、
メ
デ
ィ
ア
報
道
へ
の
不
信
、
学
者
・
研
究
者
・
専
門
家
の
知
見
へ
の
不
信
、
学
問
自
体
へ
の
不
信
を
国
民
の
間
に
惹
起

し
、
ま
た
被
災
者
・
被
災
地
へ
の
風
評
被
害
を
拡
大
す
る
こ
と
に
も
繫
が
っ
た
。

　

し
か
し
、
災
害
直
後
の
「
パ
ニ
ッ
ク
管
理
段
階
」
か
ら
復
旧
・
復
興
の
「
危
機
管
理
段
階
」
へ
の
時
間
的
移
行
に
伴
う
政
策
の

「
優
先
順
位
」
づ
け
に
際
し
て
は
、
言
説
空
間
の
国
民
的
公
共
性
を
担
保
す
る
た
め
の
「
社
会
環
境
の
監
視
」
機
能
を
担
う
情
報
産
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業
で
あ
り
か
つ
知
識
産
業
と
し
て
、
本
来
の
役
割
を
取
り
戻
し
た
と
し
て
評
価
で
き
る
。
今
日
に
お
け
る
「
三
・
一
一
災
害
」
か
ら

の
復
興
と
い
う
危
機
管
理
段
階
に
お
い
て
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
「
社
会
環
境
の
監
視
」
機
能
は
政
策
の
「
優
先
順
位
づ
け
」
に
一
層

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
監
視
機
能
の
視
座
か
ら
す
れ
ば
、「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
件
」
報
道
は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
よ
る
情
報
収
集
が
、

危
機
管
理
政
策
形
成
へ
の
情
報
「input

」
に
貢
献
す
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
事
件
が
発
生
し
た
地
理
的
位
置
が
、
日
本

の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
に
と
っ
て
直
接
的
に
情
報
収
集
能
力
を
行
え
る
範
囲
外
に
あ
り
、
外
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
の
二
次
的
情
報
を
一
般
社

会
に
提
供
す
る
に
止
ま
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
か
ら
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
お
い
て
政
治
シ
ス
テ
ム
へ
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
・
ル
ー
プ
を
担
う
チ
ャ
ン
ネ
ル
と
し
て
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
役
割
は
、
知
識
産
業
と
し
て
外
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
提
供
を
受
け

た
錯
綜
す
る
情
報
の
独
自
枠
組
に
よ
る
加
工
・
蓄
積
以
外
に
な
い
。

　

具
体
的
に
言
え
ば
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
件
」
で
は
、
第
一
に
、
二
〇
一
〇
年
か
ら
一
一
年
に
か
け
て
チ
ュ
ニ
ジ
ア
で
起
こ
っ
た

「
ジ
ャ
ス
ミ
ン
革
命
」
の
背
後
に
存
在
す
る
「
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
」
や
「
サ
ラ
フ
ィ
ー
・
ジ
ハ
ー
ド
主
義
（Salafist Jihadism

）」

（
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
）
の
脈
絡
の
中
に
こ
の
事
件
を
位
置
づ
け
る
作
業
で
あ
る）（（
（

。「
き
わ
め
て
複
雑
な
相
互
関
係
に
あ
る
教

理
の
体
系
を
、「
概
念
統
一
、
抽
象
と
具
体
の
諸
段
階
、
お
よ
び
範
疇
化
（
例
え
ば
、
形
態
学
的
ま
た
は
分
析
的
）
に
着
目
し
て
、
分

析
す
る
こ
と
が
重
要
に
な
る
」（
マ
ン
ハ
イ
ム　

前
掲
訳
書　

四
〇
二
頁
）。
第
二
に
、
財
の
「
グ
ロ
ー
バ
ル
・
デ
バ
イ
ド
」
や
政
治
に

お
け
る
「
民
主
的
負
債
（dem

oc racy deficit

）」
な
ど
の
今
日
的
国
際
政
治
状
況
の
下
で
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
の
投
資
・
融
資
対
象
国

と
し
て
の
危
険
度
評
価
（「
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
」）
で
あ
る
。
換
言
す
れ
ば
、
事
件
発
生
の
予
測
可
能
性
に
つ
い
て
の
現
象
的
検
証

作
業
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
に
と
っ
て
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
国
営
企
業
「
ソ
ナ
ト
ラ
ッ
ク
（Sonatrach

）」

が
英
国
の
Ｂ
Ｐ
や
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
タ
ト
イ
ル
（Statoil

）
と
合
弁
で
運
営
し
て
い
る
天
然
ガ
ス
精
製
プ
ラ
ン
ト
を
襲
撃
す
る
背
景

の
実
証
的
検
証
で
あ
る
。
第
三
に
、「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
件
」
を
個
別
的
テ
ロ
事
件
と
し
て
で
は
な
く
、
グ
ロ
ー
バ
ル
ネ
ッ
ト
ワ
ー
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ク
を
構
成
し
て
い
る
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
し
て
捉
え
る
作
業
で
あ
る）（（
（

。
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
危
機
管
理
は
倫
理
的
相
克）（（
（

や
、
地
域

別
・
国
別
政
治
文
化
の
多
様
性
な
ど
へ
の
総
合
的
判
断
を
伴
い
、
し
か
もCrisis Control

とCrisis M
anagem

ent

が
シ
ー
ム
レ

ス
に
繫
が
っ
て
い
る
。

　

結
果
論
で
は
あ
る
が
「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
件
」
に
直
面
し
日
本
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、
知
識
産
業
と
し
て
外
国
メ
デ
ィ
ア
か
ら
提

供
を
受
け
た
錯
綜
す
る
情
報
の
的
確
な
評
価
を
行
い
、
そ
の
結
果
を
直
接
的
な
い
し
間
接
的
（
世
論
形
成
）
に
政
治
シ
ス
テ
ム
へ

「input

」
で
き
た
か
に
つ
い
て
は
、
悲
観
的
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。

　

実
際
に
新
聞
論
調
を
観
て
も
、「
貧
困
や
疾
病
と
の
戦
い
へ
の
協
力
は
今
後
も
重
要
だ
が
、
治
安
改
善
に
向
け
た
支
援
も
強
化
す

べ
き
だ
」
と
す
る
「
読
売
新
聞
の
社
説
」（
二
〇
一
三
年
二
月
一
〇
日
）
や
、「
ひ
と
た
び
武
器
使
用
基
準
が
緩
和
さ
れ
れ
ば
Ｐ
Ｋ
Ｏ

論
議
に
波
及
す
る
。
海
外
で
の
武
力
行
使
を
禁
じ
た
憲
法
九
条
の
解
釈
変
更
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」
と
す
る
「
東
京
新
聞
社
説
」

（
二
〇
一
三
年
二
月
四
日
）
は
、
知
識
産
業
と
し
て
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
し
て
は
あ
ま
り
に
も
「
そ
の
場
し
の
ぎ
」
の
言
説
で
あ
る
。

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
は
、「
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
事
件
」
と
い
う
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
の
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
受
け
て
、
日
本
政
府
が

ど
の
よ
う
な
困
惑
と
混
乱
を
体
験
し
た
後
に
「
国
家
安
全
保
障
会
議
（
日
本
版
Ｎ
Ｓ
Ｃ
）」
の
創
設
、
国
家
の
情
報
収
集
・
分
析
機
能

の
強
化
、
自
衛
隊
法
の
改
正
な
ど
を
論
議
す
べ
し
」
と
し
た
の
か
、
知
識
産
業
と
し
て
追
究
し
報
道
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
は
ず
だ
。

そ
れ
に
よ
り
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
「
社
会
環
境
の
監
視
」
機
能
は
政
策
の
「
優
先
順
位
づ
け
」
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
う
る
。

　

戦
争
宣
伝
用
兵
器
と
し
て
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
、
新
兵
器
と
し
て
の
デ
ジ
タ
ル
通
信
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
、
非
対
称
戦
争
を
仕
掛

け
て
く
る
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
（
当
面
は
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
）
に
対
し
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
「
社
会
環
境
の
監
視
」
機
能
は
、

政
治
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
危
機
管
理
政
策
の
「
優
先
順
位
づ
け
」
に
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
し
、
将
来
も
果
た
し
続
け
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
を
受
け
て
、「
マ
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
論
」、「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論
」
の
論
議
は
、「
自
然
災
害
」
か

「
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
」
な
ど
の
「
人
為
災
害
」
か
に
か
か
わ
ら
ず
、「
知
識
社
会
学
的
」
認
識）（（
（

に
立
っ
て
、
高
度
情
報
社
会
下
の
マ
ス
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メ
デ
ィ
ア
に
活
動
指
針
（
報
道
指
針
を
第
一
義
と
し
て
）
を
提
示
し
続
け
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。
特
に
、
非
人
道
的
兵
器
（
Ｂ
Ｃ

Ｎ
Ｒ
）
の
使
用
に
関
わ
る
兵
器
管
理
の
ジ
レ
ン
マ
は
、
こ
れ
ら
の
技
術
や
知
見
が
局
面
を
代
え
れ
ば
人
類
の
未
来
を
安
全
に
す
る
た

め
に
も
用
い
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る
「dual-use

」
の
問
題
を
孕
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
危
機
管
理
」
を
考
え
る
こ
と
は
、「
ア
カ
デ
ミ
ズ
ム
」
と
「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
」
を
対
比
さ
せ
て
、
戸
坂
潤
、

稲
葉
三
千
男
、
山
本
明
、
春
原
昭
彦
ら
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
て
き
た
か
つ
て
の
社
会
科
学
の
本
質
に
迫
る
論
議
を
踏
ま
え
つ
つ
、

「
一
般
的
・
普
遍
的
法
則
性
を
追
求
す
る
」
こ
と
と
、「
個
別
的
、
特
殊
的
な
具
体
性
を
追
求
す
る
」
こ
と
の
関
係
性
を
再
考
す
る
作

業
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
る
。

（
1
）　

Ｈ
．Ｄ
．ラ
ス
ウ
ェ
ル
著
、
久
保
田
き
ぬ
子
訳
『
政
治
』
岩
波
現
代
叢
書
、
一
九
五
九
年
一
月
。

（
2
）　

Ｇ
．タ
ッ
ク
マ
ン
著
、
鶴
木
眞
・
桜
内
篤
子
訳
『
ニ
ュ
ー
ス
社
会
学
』
三
嶺
書
房
、
一
九
九
一
年
四
月
。
伊
藤
高
史
「
ロ
バ
ー
ト
Ｍ
．

エ
ン
ト
マ
ン
の
フ
レ
ー
ム
分
析
と
『
滝
流
れ
モ
デ
ル
』」
メ
デ
ィ
ア
に
つ
い
て
の
検
討
：
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
影
響
に
関
す
る
『
正
当
化

モ
デ
ル
』
の
視
点
か
ら
」、『
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
紀
要
』、
№
59
、
二
〇
〇
九
か
ら
大
き
な
示
唆
を
得
た
。

（
3
）　

鶴
木
眞
「
高
度
情
報
化
社
会
に
お
け
る
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
へ
の
対
応
：
リ
ン
ケ
ー
ジ
・
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
序
代
を
迎
え
て
」、『
警
察
政

策
』
第
三
巻
一
号
（
二
〇
〇
一
）
警
察
政
策
学
会
、
二
〇
〇
〇
年
一
二
月
、
良
書
普
及
会
。
鶴
木
眞
「
新
た
な
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
と
、
日

本
社
会
の
対
応
」、『
警
察
政
策
』
第
10
巻
、
警
察
政
策
学
会
、
二
〇
〇
八
年
三
月
、
立
花
書
房
。

（
（
）　

慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
土
屋
大
洋
教
授
か
ら
は
、「
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
対
策
」
に
関
し
、
多
く
の
示
唆
を
受
け

て
い
る
。

（
5
）　

鶴
木
眞
「
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
デ
ィ
プ
ロ
マ
シ
ー
の
展
開
」、
慶
應
義
塾
大
学
地
域
研
究
グ
ル
ー
プ
編
『
ア
メ
リ
カ

の
対
外
政
策
』
鹿
島
研
究
所
出
版
、
一
九
七
一
年
九
月
。Jam

es Pam
m
et, N

ew
 Public D

iplom
acy in 21st Century: A

 
Com

parative Study of Policy and Practice, Routledge,  London and N
ew
 Y
ork, 2013 

な
ど
。

（
6
）　

米
軍
は
「
プ
ー
ル
・
シ
ス
テ
ム
」
に
代
わ
る
「
エ
ン
ベ
デ
ッ
ド
・
シ
ス
テ
ム
」
を
二
〇
〇
三
年
三
月
か
ら
の
「
イ
ラ
ク
戦
争
」
で
採
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用
し
た
。
戦
闘
部
隊
と
共
に
取
材
記
者
を
帯
動
す
る
も
の
で
、
兵
士
と
寝
食
を
共
に
す
る
運
命
共
同
体
意
識
を
植
え
付
け
、
好
意
的
な
記

事
内
容
を
作
成
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
で
あ
っ
た
。

（
7
）　

サ
イ
バ
ー
テ
ロ
を
敢
え
て
可
視
化
さ
せ
る
攻
撃
の
手
法
と
し
て
は
、「
韓
国
三
二
〇
サ
イ
バ
ー
テ
ロ
事
件
」（
二
〇
一
三
年
）
な
ど
が

あ
る
。「
Ｋ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
」
は
じ
め
複
数
の
テ
レ
ビ
局
の
リ
ア
ル
タ
イ
ム
・
ニ
ュ
ー
ス
の
配
信
に
遅
延
が
発
生
し
た
。

（
8
）　

二
〇
一
一
年
五
月
二
日
、
パ
キ
ス
タ
ン
で
の
「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ィ
ン
」
の
殺
害
。
米
国
の
メ
ジ
ャ
ー
メ
デ
ィ
ア
は
、
深
夜
に

も
か
か
わ
ら
ず
一
斉
に
報
道
し
、
殺
害
一
時
間
後
に
行
わ
れ
た
オ
バ
マ
大
統
領
の
テ
レ
ビ
会
見
は
全
米
に
テ
レ
ビ
放
映
さ
れ
た
。

（
9
）　M

oham
m
ed El-N

aw
aw
y &
 A
del Iskandar, A

L-JA
ZEERA

: T
he Story of the N

etw
ork T

hat is Rattling Govern-
m
ents and Redefining M

odern Journalism
, the Perseus Books Group, Cam

bridge, M
A
.

は
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
を
適
切
に
論
じ
て

い
る
。

（
10
）　

テ
ロ
組
織
は
、
デ
ジ
タ
ル
通
信
メ
デ
ィ
ア
を
駆
使
し
て
国
外
遠
隔
地
か
ら
テ
ロ
リ
ス
ト
の
リ
ク
ル
ー
ト
、
テ
ロ
リ
ス
ト
と
し
て
の
教

育
、
イ
ス
ラ
ム
教
へ
の
熱
烈
な
信
仰
心
の
植
え
付
け
を
行
っ
て
い
る
。

（
11
）　

鶴
木
眞
『
日
系
ア
メ
リ
カ
人
』
講
談
社
現
代
新
書
、
一
九
七
六
年
な
ど
。

（
12
）　Philip Bobbitt, T

error and Consent: W
ars for the T

w
enty-First Century, A

lfred A
. K
nopf, N

ew
 Y
ork, 2008

は
、

非
対
称
戦
争
へ
の
対
処
を
め
ぐ
る
新
た
な
思
考
を
提
示
し
て
い
る
。

（
13
）　

旧
ソ
連
邦
と
ア
メ
リ
カ
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
よ
り
生
物
兵
器
の
開
発
を
本
格
化
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。
こ
の
過
程
で
、
天

然
痘
ウ
ィ
ル
ス
の
兵
器
化
も
当
然
、
研
究
さ
れ
て
い
た
。

　

ソ
連
の
生
物
兵
器
研
究
施
設
は
、
レ
ニ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
現
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
）
陸
軍
学
校
に
置
か
れ
て
い
た
。
つ
い
で
白
海

の
ソ
ロ
ヴ
ェ
ツ
キ
ー
島
に
置
か
れ
た
。
一
九
四
一
年
、
ド
イ
ツ
軍
の
侵
攻
に
伴
い
、
ア
ラ
ル
海
の
リ
バ
ー
ス
島
に
移
動
。
対
日
戦
争
勝

利
後
、
関
東
軍
防
疫
給
水
部
（
七
三
一
部
隊
等
）
な
ど
か
ら
資
料
を
入
手
し
た
後
、
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
に
大
規
模
施
設
を
建
設
し

て
移
転
。
一
九
七
三
年
、
ブ
レ
ジ
ネ
フ
に
よ
り
命
名
さ
れ
た
「
エ
ン
ザ
イ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
よ
っ
て
、
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク

以
外
で
も
キ
ー
ロ
フ
、
ザ
ゴ
ル
ス
ク
の
施
設
に
よ
っ
て
大
規
模
に
展
開
さ
れ
た
。
し
か
し
一
九
七
九
年
ス
ヴ
ェ
ル
ド
ロ
フ
ス
ク
で
炭
疽

菌
の
噴
出
事
故
が
起
き
多
数
の
死
者
を
出
し
た
。
そ
の
後
、
施
設
は
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ス
テ
フ
ノ
ゴ
ル
ス
ク
に
移
転
し
た
。
米
国
の
生

物
兵
器
の
研
究
も
、
日
本
の
旧
陸
軍
の
資
料
（
七
三
一
部
隊
等
）
が
利
用
さ
れ
た
と
言
わ
れ
て
い
る
。
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生
物
兵
器
が
実
践
に
用
い
ら
れ
た
の
は
、
旧
ソ
連
に
よ
っ
て
一
九
四
二
年
ス
タ
ー
リ
ン
グ
ラ
ー
ド
（
現
ボ
ル
ゴ
グ
ラ
ー
ド
）
の
攻
防

戦
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。「
前
年
か
ら
キ
ー
ロ
フ
の
生
物
兵
器
秘
密
工
場
に
お
い
て
生
産
さ
れ
た
「
ツ
ラ
レ
ミ
ア
菌
」
が
散
布
さ
れ
、
ド

イ
ツ
将
兵
の
み
な
ら
ず
一
般
市
民
も
含
め
て
一
〇
万
人
の
患
者
が
発
生
し
、
ド
イ
ツ
軍
の
こ
の
方
面
に
お
け
る
攻
勢
は
一
時
停
滞
し
た
」。

旧
ソ
連
邦
の
生
物
兵
器
開
発
計
画
の
下
で
、
ソ
連
で
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
た
生
物
兵
器
と
し
て
、
ツ
ラ
レ
ミ
ア
、
ペ
ス
ト
、
炭
疽
、

鼻
疽
に
つ
い
て
は
早
い
時
期
か
ら
、
そ
の
後
の
「
エ
ン
ザ
イ
ム
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
天
然
痘
、
マ
ー
ル
ブ
ル
グ
、
エ
ボ
ラ
、
マ

チ
ュ
ボ
、
フ
ニ
ン
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
馬
脳
炎
な
ど
の
病
原
体
の
研
究
が
な
さ
れ
た
。
さ
ら
に
、
エ
ボ
ラ
出
血
熱
と
天
然
痘
の
ウ
ィ
ル
ス
を

遺
伝
子
工
学
的
に
組
み
合
わ
せ
る
研
究
が
行
わ
れ
て
い
た
。
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
ス
テ
フ
ノ
ゴ
ル
ス
ク
の
施
設
で
は
、「
強
力
な
炭
疽
菌
を

開
発
し
て
い
た
ソ
連
は
、
生
物
兵
器
と
し
て
、
超
大
型
Ｉ
Ｃ
Ｂ
Ｍ
『
Ｓ
Ｓ
・
18
』
に
搭
載
し
、
欧
米
都
市
を
攻
撃
す
る
準
備
を
進
め
て

い
た
」
と
さ
れ
て
い
る
（
戦
後
強
制
抑
留
史
編
纂
委
員
会
『
戦
後
強
制
抑
留
史
』
第
５
巻
、
独
立
行
政
法
人
、
平
和
祈
念
事
業
特
別
基

金
、
二
〇
〇
五
年
参
照
）。

（
1（
）　

医
薬
品
開
発
で
の
実
験
動
物
救
済
を
主
張
し
て
、
大
学
や
製
薬
企
業
の
研
究
所
や
研
究
ス
タ
ッ
フ
を
標
的
に
し
た
テ
ロ
リ
ズ
ム
や
、

毛
皮
用
に
飼
育
さ
れ
て
い
る
動
物
を
解
放
す
る
テ
ロ
リ
ズ
ム
も
社
会
的
な
争
点
と
な
っ
て
い
る
。
筆
者
は
「
自
己
価
値
充
足
テ
ロ
リ
ズ

ム
」
と
呼
ん
で
い
る
。D

onald R. Liddick, Eco-T
errorism

: Radical Liberation M
ovem

ents, Praeger Publishers, W
est-

port, CT
. 2006

に
は
簡
潔
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。 

（
15
）　

生
物
兵
器
テ
ロ
の
一
種
で
あ
る
「
食
品
テ
ロ
」
に
つ
い
て
、
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
関
）
は
危
険
性
を
強
調
し
、
米
国
等
で
は
都
会

か
ら
地
方
ま
で
緊
急
事
態
を
想
定
し
た
体
制
づ
く
り
に
向
か
っ
て
い
る
。
ア
グ
リ
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
は
、（
イ
）
家
畜
・
農
産
物
へ
の
直
接

の
攻
撃
と
、（
ロ
）
製
品
化
さ
れ
た
食
品
へ
の
毒
物
混
入
攻
撃
が
存
在
す
る
。

（
イ
）　

家
畜
・
農
産
物
へ
の
直
接
の
攻
撃
は
、
家
畜
や
農
作
物
に
病
原
菌
や
有
害
昆
虫
な
ど
を
ば
ら
ま
く
な
ど
食
の
安
全
を
脅
か
し
、

食
材
の
安
定
的
、
恒
常
的
提
供
を
破
壊
す
る
こ
と
を
狙
う
テ
ロ
リ
ズ
ム
で
あ
る
。
こ
の
目
的
で
用
い
ら
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
る

兵
器
は
、
炭
疽
菌
、
Ｑ
熱
、
ブ
ル
セ
ラ
症
（
牛
な
ど
の
流
産
を
も
た
ら
す
）、
口
蹄
疫
、
豚
コ
レ
ラ
、
ニ
ュ
ー
カ
ッ
ス
ル
病
、
牛
疫
、

鳥
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
な
ど
を
引
き
起
こ
す
細
菌
や
ウ
ィ
ル
ス
で
あ
る
。

（
ロ
）　

製
品
化
さ
れ
た
食
品
へ
の
毒
物
混
入
攻
撃
は
、
二
〇
〇
八
年
二
月
に
社
会
問
題
と
な
っ
た
「
中
国
製
冷
凍
餃
子
」
事
件
に
直
面

し
て
、
食
品
問
題
評
論
家
・
垣
田
達
哉
に
よ
る
、
次
の
よ
う
な
指
摘
に
明
ら
か
で
あ
る
。
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「
事
故
で
あ
れ
ば
、
原
因
さ
え
分
か
れ
ば
防
止
策
を
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
事
件
と
な
る
と
、
そ
れ
を
防
止
す
る
こ
と
は

非
常
に
難
し
く
な
る
。「
中
国
製
冷
凍
餃
子
」
事
件
は
、
世
界
中
に
『
日
本
は
毒
物
に
関
し
て
は
一
切
の
検
査
を
し
て
い
な
い
』
と
い
う

こ
と
を
知
ら
し
め
た
こ
と
に
な
る
。
爆
弾
を
使
う
こ
と
も
な
く
、
飛
行
機
を
ぶ
つ
け
る
必
要
も
な
く
、
自
爆
志
願
者
も
必
要
な
い
。
わ

ざ
わ
ざ
日
本
に
行
く
必
要
も
な
い
。
海
外
で
、
日
本
向
け
食
品
に
毒
を
入
れ
る
だ
け
で
よ
い
の
だ
」（「
問
わ
れ
る
日
本
の
危
機
管
理
」

産
経
新
聞
、
二
〇
〇
八
年
二
月
七
日
）。

（
16
）　A

lan D
. Cam

pen et. al. eds. Cyberw
ar: Security, Strategy and Conflict in the Inform

ation A
ge, A

FCEA
 Inter-

national Press, V
irginia, 1996

は
サ
イ
バ
ー
戦
争
の
課
題
を
取
り
上
げ
た
初
期
の
評
価
す
べ
き
著
作
で
あ
る
。

　

福
田
充
『
テ
ロ
と
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ス
：
覇
権
国
家
ア
メ
リ
カ
の
ジ
レ
ン
マ
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
〇
年
四
月
は
、
こ

の
領
域
を
適
切
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
17
）　K

arl W
. D
eutsch, T

he N
erves of Governm

ent

：M
odels of Political Com

m
unication and Control, Free Press, 

N
Y
. 1963. 

鶴
木
眞
「
政
治
学
へ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
・
ア
プ
ロ
ー
チ
：
サ
イ
バ
ネ
テ
ィ
ッ
ク
ス
・
モ
デ
ル
の
応
用
」『
法
学
研
究
』

（（
巻
９
号
、
一
九
七
一
年
九
月
。

（
18
）　D

avid Easton, A
 System

s A
nalysis of Political Life, John W

iley &
 Sons, 1967. 

（
19
）　

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ー
ト
ン
は
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
社
会
学
」
に
つ
い
て
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
種
は
知
識
に
注
目
し
、
ア
メ
リ
カ
種

は
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
に
注
目
し
て
い
る
。
知
識
と
は
事
実
ま
た
は
観
念
の
組
織
体
を
意
味
す
る
の
に
反
し
て
、
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
イ

シ
ョ
ン
に
は
、
か
よ
う
な
体
系
的
関
連
を
も
っ
た
事
実
ま
た
は
観
念
と
い
う
意
味
が
含
ま
れ
て
は
い
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
通
常
ア
メ
リ

カ
種
は
一
般
大
衆
の
も
つ
ば
ら
ば
ら
の
断
片
的
な
イ
ン
フ
ォ
ー
メ
イ
シ
ョ
ン
を
研
究
す
る
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
種
は
少
数
者
に
利
用
さ
れ
る

知
識
の
全
体
的
構
造
に
つ
い
て
考
え
る
」（
マ
ン
ハ
イ
ム
、
森
東
吾
ら
訳
『
社
会
理
論
と
社
会
構
造
』
一
九
六
四
年
第
三
刷
、
み
す
ず
書

房
、
四
〇
二
頁
）
と
指
摘
し
て
い
る
。

（
20
）　

一
九
世
紀
半
ば
か
ら
二
〇
世
紀
初
頭
へ
か
け
て
思
想
的
中
心
と
な
っ
た
の
は
、
ア
フ
ガ
ー
ニ
ー
、
ム
ハ
マ
ド
・
ア
ブ
ド
、
ム
ハ
マ

ド
・
ラ
シ
ー
ド
・
リ
ダ
ー
ら
の
思
想
家
で
あ
り
、
西
は
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
海
峡
か
ら
東
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
至
る
、
北
は
中
央
ア
ジ
ア
か
ら

南
は
北
ア
フ
リ
カ
や
東
南
ア
ジ
ア
に
至
る
広
い
範
囲
の
イ
ス
ラ
ム
世
界
に
影
響
を
与
え
て
い
っ
た
。
一
九
五
〇
年
代
と
一
九
六
〇
年
代
の

弾
圧
時
代
に
思
想
的
、
組
織
的
中
心
人
物
と
し
て
「
ム
ス
リ
ム
同
胞
団
」
を
支
え
た
の
は
サ
イ
ー
ド
・
ク
ト
ブ
（
一
九
〇
六
～
一
九
六
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六
）
で
あ
っ
た
。
一
九
五
四
年
ナ
セ
ル
襲
撃
事
件
で
逮
捕
さ
れ
、
獄
中
で
、
後
に
イ
ス
ラ
ム
原
理
主
義
過
激
派
の
聖
典
と
な
る
『
里
程

標
』
を
書
き
上
げ
た
。
ク
ト
ブ
の
思
想
は
、
明
ら
か
に
、
世
俗
的
政
治
目
標
達
成
の
た
め
の
政
権
奪
取
で
は
な
く
、
宗
教
理
念
を
実
現
す

る
た
め
の
政
権
奪
取
を
説
い
た
の
で
あ
る
。
ク
ト
ブ
は
、
国
家
転
覆
を
扇
動
し
た
容
疑
で
一
九
六
六
年
、
ナ
セ
ル
政
権
に
よ
っ
て
処
刑
さ

れ
た
。

（
21
）　

ア
ル
カ
イ
ダ
が
組
織
を
ヒ
エ
ラ
ル
キ
ー
型
か
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
型
へ
と
転
換
さ
せ
る
必
要
性
は
、
特
定
の
司
令
塔
を
持
た
な
い
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
が
、
国
際
テ
ロ
リ
ズ
ム
を
実
行
す
る
な
ら
ば
、
国
家
は
非
対
称
戦
争
の
相
手
を
特
定
で
き
な
く
な
る
か
ら
で
あ
る
。
テ
ロ
リ
ス

ト
の
リ
ク
ル
ー
ト
や
個
々
の
テ
ロ
リ
ズ
ム
の
企
画
・
実
行
が
、
自
律
的
な
テ
ロ
組
織
の
裁
量
に
ま
か
さ
れ
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
国
家
に
よ

る
監
視
体
制
は
、
標
的
を
絞
り
に
く
く
な
る
。
他
方
、
兵
器
や
資
金
調
達
、
テ
ロ
実
施
に
か
か
わ
る
状
況
的
・
技
術
的
デ
ー
タ
、
テ
ロ
実

行
者
や
企
画
者
の
逃
亡
経
路
の
準
備
な
ど
は
、
情
報
機
器
を
駆
使
し
て
行
う
。
か
く
て
、「
九
・
一
一
事
件
」
以
後
、
と
く
に
ア
フ
ガ
ニ

ス
タ
ン
に
お
け
る
タ
リ
バ
ン
政
権
殲
滅
以
後
の
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
は
、「
オ
サ
マ
・
ビ
ン
・
ラ
デ
ン
」
の
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
で
は
な
く
、

国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
組
織
「
ア
ル
カ
イ
ダ
」
と
し
て
装
い
を
新
た
に
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
は
、
テ
ロ
リ

ズ
ム
を
標
榜
し
な
い
ダ
ミ
ー
組
織
を
加
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
資
金
調
達
が
「
裏
社
会
の
経
済
」
か
ら
だ
け
で
は
な
く
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒

「
慈
善
基
金
」
な
ど
の
「
表
社
会
の
経
済
」
か
ら
も
可
能
に
な
っ
た
。

（
22
）　

既
述
の
“One m

anʼs counter-terrorism
 is another m

anʼs ethnic cleanser

”な
ど
。

（
23
）　

知
識
の
全
体
像
に
つ
い
て
、「
き
わ
め
て
複
雑
な
相
互
関
係
に
あ
る
教
理
の
体
系
を
、
概
念
的
統
一
、
抽
象
と
具
体
の
諸
段
階
、
お

よ
び
範
疇
化
（
例
え
ば
、
形
態
学
的
ま
た
は
分
析
的
）
に
注
目
し
て
」
分
析
す
る
こ
と
で
あ
る
（
マ
ン
ハ
イ
ム
前
掲
書
、
四
〇
二
頁
）。


